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財団法人デジタルコンテンツ協会 
 

３Ｄ制作支援のための映像を体系化 
 

財団法人デジタルコンテンツ協会（会長：中鉢良治 ソニー株式会社 代表執行役 副会長）
は、株式会社オムニバス・ジャパン（社長：山下 欽也）、ソニーピーシーエル株式会社（社

長：毛塚 善文）、パナソニック映像株式会社（社長：中西 正治）と共同事業体を作り、３

Ｄ制作支援のための映像を体系化しました。本事業は、経済産業省の「平成２１年度ＩＴ

とサービスの融合による新市場創出促進事業（コンテンツ技術実証事業）」の一環として実

施しました。 
 
３Ｄ映画“アバター”は空前のヒットとなり、北米で３Ｄ映画産業が立ちあがりつつあり

ます。一方、日本企業は家庭普及で巻き返しを狙い、３Ｄ対応のテレビ、ＢＤ，ゲームな

どの発売を発表しました。 
３Ｄテレビを中心とした家庭での普及は、この技術に対応した質の高い番組やコンテンツ

が供給されるかどうかにかかっており、それに呼応するように、スカパ-JSATやケーブル
テレビ最大手のジュピターテレコム（JCOM）が３Ｄ放送を開始します。 
 
 この様に、３Ｄテレビの発売や番組の充実を図る機運ができつつありますが、国内にお

いては、質の高い魅力的な３Ｄコンテンツを制作するクリエータが、質・量共に不足して

いるのが現状です。 
 
 このような背景から、３Ｄ特有の映像制作方法の開発や人材の育成が急務です。今回体

系化した「３Ｄ制作支援のための映像集」は、これから３Ｄ制作に携わろうとする経験の

乏しいクリエータにとって参考になることを目指しました。 
具体的には、 
・様々な条件で３Ｄ実写映像を制作しました。この中には失敗例や立体視が不自然なもの

を含みます。（図 制作した映像の分類）。 
・実写映像とＣＧ映像を合成し、字幕の付け方などの事例を制作しました。 
・これらの映像に対して一般被験者による主観評価及び眼科的な生体反応評価を行い、本



「３Ｄ制作支援のための映像集」の客観性を担保しました。 
 今後、本成果を普及啓蒙することで、３Ｄクリエータの質・量の拡大を図り、もって 
３Ｄコンテンツ産業発展にハード・コンテンツの両面より寄与してまいります。 
具体的な普及啓蒙策は以下の通りです。 
・クリエータのためのセミナーを開催（2月及び 3月の予定） 
・制作した映像をパッケージ化し解説本とセットにして配布（4月以降） 
・上映環境を提供（4月以降） 
・関連業界団体等を対象に説明会を開催 
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３Ｄ映像

好ましい
3D映像

不適切な
3D映像

左右眼用映像間
に不整合がある
映像

幾何学歪

信号歪

立体（3D）認知に
影響を与える映像

設定誤り

箱庭効果

書き割り効果

サイズずれ

上下位置ずれ

回転ずれ

彩度ずれ

輝度ずれ

色相ずれ

フォーカスずれ

時間ずれ

魅力的な3D映像

適切な方法で制作された3D映像

融合不可映像

生体安全に影響
を与える映像

回り込み効果、張り付き効果、その他

輻輳・調節の乖離

左右眼用映像間の過度な不整合

視差の過大な時空間変化

 

図 制作した映像の分類 

＜今回の範囲＞ 


